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矢板市議会だより第２００号の
発行に寄せて

　このたび、市民の皆さまのおか
げを持ちまして、「矢板市議会だ
より」の第２００号の発行がかない
ました。
　昭和４０年の創刊号の発行から
５２年が経過しましたが、創刊号
当時課題となっていた東北自動車
道矢板ＩＣも今では整備され、交
通網の充実が図られるなど、矢板
市には様々な変化がありました。
奇しくも今、この間に建設された
様々な公共施設のあり方が今後の
矢板市においての大きな課題とし
て挙げられています。本市の人口
は平成７年の３６６５０人をピークに
減少傾向にあり、こうした課題に
直面している今、私たちはどのよ
うに対応していくべきなのか、さま
ざまなアイデアを駆使していくこと
が必要なのではないでしょうか。
　これから先、矢板市が益々発
展することを祈念して、２００号発
行のご挨拶とさせていただきます。

矢板市議会広報広聴委員長　関　由紀夫

　掲載されているのは、昭和４０年９月
２２日から２８日までの日程で行われた
第４１回定例会について。
　創刊にあたっての議長挨拶では、念
願だった常備消防が設置されたこと、
高原小中学校の改築が実行されたこと、
また、今後の重要課題として、東北自
動車道インターチェンジの誘致等が挙
げられていました。

人口 ┄┄２８,３１２人
議員数 ┄┄┄┄３０名

人口 ┄┄３２,７４７人
議員数 ┄┄┄┄２６名

　掲載されているのは、昭和
５５年９月５日から１６日までの
日程で行われた第１３０回定例
会について。
　表紙写真は第３５回国民体
育大会秋季大会の少年サッ
カー競技会開会式の様子で
す。一般質問では、日新小、
長井小、上伊佐野小の体育館
設置について、矢板駅前広場
の整備について等の質問があ
りました。

創刊からの歩み
さらなる「進化」へ。

表紙の字【がんばろう矢板】
矢板市在住の書家、柿沼翠流先生によるものです。

柿沼翠流氏略歴
毎日書道展毎日賞、栃木県マロニエ文化賞などを受賞した外、長野県佐久市立近代美術
館に「命」が所蔵されるなど幅広く活躍。

創刊号

第５０号

昭和40年11月10日発行

昭和５５年１１月３０日発行

3

人口 ┄┄３６,２１１人
議員数 ┄┄┄┄２４名

人口 ┄┄３５,６８５人
議員数 ┄┄┄┄２２名

　掲載されているのは、平成
５年３月２日から１７日までの
日程で行われた第２０１回定例
会について。
　一般質問では、教育行政に
ついて、コンピュータ導入に
よる生徒に与える影響力と今
後の見通しについて、米の輸
入自由化について等の質問が
ありました。

　サイズがＢ５からＡ４
に大きくなりました。

　カラーになりました。

　掲載されているのは、平成１７
年９月２日から２２日までの日程で
行われた第２７２回定例会につい
て。
　一般質問では、アスベストによ
る健康被害について等の質問があ
りました。

　読みやすく、親しみやすく、分かり
やすい誌面に刷新。

第100号

第150号

第190号

第108号

第128号

平成５年６月１日発行

平成１２年５月１５日発行

平成１７年１１月１日発行

平成２７年８月１日発行

平成７年５月１５日発行

市

民の
皆さまに感謝

200号
おかげさまで
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第3回

平成２９年１０月１１日から３日間、市内３会場で第３回「議会報告会・意見交換会」を開催しました。
多くの方のご参加、本当にありがとうございました。
今回の意見交換は、事前にテーマを設定し、グループに分かれ、ふせんに意見を書き出し、話し合い、まと
めて発表することで、活発な意見交換となりました。誌上にて、アンケート結果、３会場共通テーマ及び会場
別テーマによる意見交換で寄せられたご意見・ご提言の一部をご紹介させていただきます。

●基本的に使用料無料（一部有料：
コインシャワー）で、テニス、バ
スケットなど複合させ、ヴェル
フェのホームグランドとしてはど
うか。

●矢板中央高校との対抗試合や、国
内外の交流試合の誘致などにも有
効ではないか。

●民間経営として手を挙げた「ヴェ
ルフェたかはら那須」は初期投資
を減らすため、サッカーコートを
人工芝２面にし、クラブハウスを
半分にして市予定の９億3000万円
から約３億円の見積書を市に提出
している。３月末までに「toto」
の申請をするためには、少なくと
も今年中に話を進めなければなら
ない。建設しないのは署名運動を
した市民に対しての背任行為でも
ある。意思決定を早くして欲しい。

●赤字にならないように。

●身の丈にあった施設にし、運営経
費は民活を利用したり、サッカー
以外の活用方法も考えるべき。　

●草を刈り、決定するまで更地のま
ま、子ども達の遊び場にして有効
活用してはいかがか？

●作ると決まったのだから、市長が
代わっても何か良いものを作るべ
き。

●矢板の将来はサッカーだけでない
スポーツツーリズム、健康増進が
重要。市が総合ビジョンを出し、
交流人口を増やすべき。フット
ボールセンターで年間10万人の人
が見込める。できれば滞在型にし
合宿誘致をすれば地域の活性化に
なる。

●多額の税金を使い、付帯施設を考
えるなら専門委員会などを立ち上
げて専門の知識人の議論が必要。
みんなで力を合わせよう。

●少子高齢化を踏まえ、本当に活用
維持ができるのか考えて行かなけ
ればならないのではないか。

●（仮称）とちぎフットボールセン
ターについての調査にあれだけの
予算をかけて何をしたのか分から
ない。市の税金を使ってやらなけ
ればならない調査だったのか疑問。

●地元にサッカーチームがない、さ
まざまな要因で周辺住民に迷惑が
掛かる、市の負担が多く収入アッ
プに繋がらないなどの視点から、
再検討をすべき。

●図書館の充実として、夜の開館時
間の延長、子どもや未就学児の「こ
とばの教室」があれば良いと思う。

●塩谷町のように、長井小・上伊佐
野小に宿泊施設を作り交流人口増
を図るべきである。

●公民館の拠点を統合して、出先
（泉・片岡）の人員を繁閑に合わ
せ流動的に。

●健康寿命を延伸するための施設は、
最少の予算で地域別に分散して設
けるべき

●市内の小学校を３校にすべきとい
う意見に対して小学校はもっと必
要という意見もあるため、慎重な
審議が必要である。

●ランニングコストを安いものにし
て民間に任せる。

●議会でも特別委員会を設けて検討
するべき。

●公共施設について、30年間で40％
削減では遅い。５年間で40％削減
をやるべき。

●公営住宅は今後減少すべき。民間
賃貸住宅事業を圧迫している。

■公共施設関係

議会報告会・意見交換会
■（仮称）とちぎフットボールセンター関係

誌上レポート

矢板片岡 泉

第１部 議会報告会の内容は
　　　 わかりやすかったですか？

0

40

80

わかり
やすかった

どちらでも
なかった

その他わかり
にくかった（%）

10％10％

50％50％
56％56％

39％39％

8％8％
13％13％
19％19％

38％38％

31％31％32％32％

4％4％
0％0％

矢板片岡 泉

第１部 議会報告会の時間はどうでしたか？

0

40

80

短い ちょうどよい長い（%）

36％

18％
23％

4％

12％
6％

60％

71％ 71％

矢板片岡 泉

第２部 意見交換会はどうでしたか？

0

40

80

よかった どちらでも
ない

その他よくなかった（%）

21％

52％

63％

45％

13％

6％
9％

35％
31％

24％

0％ 0％

矢板片岡 泉

第２部 意見交換会の時間はどうでしたか？

0

40

80

短い ちょうどよい長い（%）

59％

12％

19％
16％

24％ 25％

64％

56％

25％

未来の矢板を
築く！

【ご注意】　※掲載されている内容については、参加されていない方にもわかりやすくお伝えするために、加筆修正など編集をしております。
　　　　　※すべての内容は「矢板市議会ホームページ」にてご紹介しておりますので、是非ご覧ください。

共通テーマ：
（仮称）フットボールセンターを
含めた公共施設のあり方について
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片岡
●１０月１１日（水）
●片岡コミュニティホール
●３９名参加

泉
●１０月１２日（木）
●泉公民館集会室
●２４名参加

●片岡駅のツツジの再生、存
続を望む。

●今年はＪプロツアーや発動
機展示などでたくさんの人
が来てくれた。駅の近くで
のイベントをどんどん開催
すべき。

●100円でのＢ級グルメブー
スを作れば、さらに多くの
集客が見込める。

●矢板駅近くに「キラキラサ
ロン」があるが、片岡駅近
くにないので、高齢者がく
つろげるサロンがあると良
い。

●駅西口に案内看板の設置が
必要。

●立派な片岡駅を有効活用す
べき。駅西の保留地にコ
ミュニティ機能を備えた施
設をつくり、駅利用者も活
用できるカルチャーセン
ター的な賑やかなスペ－ス
にしてはどうか。

●西口について、矢板市が優
遇措置を設け、飲食関係10
店舗以上を誘致。

●西口について、県道の整備
より、西口アクセスの市道
の整備を優先すべき。

●東口について、国道４号に
直結する道路整備を。

片岡地区テーマ：片岡駅周辺の活性化について
●猟友会の方々の高齢化に伴
い、若い方々に銃免許を
取ってもらいたい。そのた
めにも市に銃所持免許取得
費用の負担（補助）をして
もらいたい。

●出没する場所等の情報公開
が必要。情報公開により捕
獲の効率を上げることがで
きるのではないか。

●ジビエ※としてＰＲも可能
であるが、放射能の関係で
泉地区では不可能であるた
め、捕獲・処分するしかない。

●最終的には、キツネ・タヌ
キ・ハクビシンもいるため、
好む木を植樹するなどして、
共存していくのが理想であ
る。

●手当てを捕獲実績ではなく、
罠の設置数にすれば捕獲数
が増えるのでは。

●捕獲のためのチーム結成が
必要。

●現在はクマがハチミツやお
墓のお供え物を狙って出没
する。特に春から夏は２、
３頭の子を持ち、気が荒く
なる。イノシシやクマが人
家周辺にまで来ているため、
まずは、安全なレベルまで
減らすことが先決である。

●人家と里山の下刈りをして
綺麗にしていれば、イノシ
シやシカは来ず、山で暮ら
すようになる。

●駆除や罠、電気柵等に市の
補助を。

泉地区テーマ：鳥獣被害対策について

●「キャラ弁」から「コンビ
ニ弁」まで家庭格差があり、
子ども達がかわいそうなの
で「お弁当の日」は無くし
てほしい。

●大田原市は給食費が無料だ
が、矢板市も無料にならな
いのか。

●書く形式だと言いにくいこ
とも書けるし、今までのよ
うに一部の人でなく、たく
さんの人の意見も知ること
ができるので、このやり方
は良い。

●長井小学校に宿泊施設を
作ってはどうか。

●グループ討議。最初は変な
の……と思ったが、進めて
いくに従って有意義なもの
だった。直接、皆の意見を
聞くことができ、よかった。
市議の皆さんも身近に感じ
た。

その他
●市民の市外への移住を防ぐ
方策を検討して欲しい。

●八方ヶ原の山の駅の広報・
活用が必要だ。レンタサイ
クルやレンタカートがあれ
ば良い。

●学校教育については、英語
教育の充実が不可欠。幼少
の頃から英語をやらせるべ
き。

●この企画はとても良く、大
変有意義だった。もっと回
数を増やして欲しい。

●市町村の収入タイプから自
主財源を増加させることは、
かなり時間がかかり困難で
あると思うので、国庫支出
金、県支出金を得られるよ
うに市として国や県に提案
していく必要があるのでは
ないか。

●次世代のための公共施設の
あり方について。市民の多
くの方に関心を持ってもら
うことが重要なので、市議
会の中でも積極的により多
くの議論をすることにより、
市民も関心を持つと考える。

その他

※ジビエとは、狩猟で得られた野生鳥獣の肉などを意味するフランス語で、近年、獣害対策として
捕獲された野生鳥獣を、その命に感謝しながら、料理や加工品として有効活用する取り組みが広
がっています。
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議案番号 件　　　　　名 賛成・反対 議決結果

平成29年度一般会計補正予算などを議決いたしました。

承　認

原案可決

全会一致で
賛成

市長の専決処分事項承認について
専決第６号 平成２９年度矢板市一般会計補正予算（第４号）　

矢板市職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採用及び給与の特
例に関する条例の一部改正について

矢板市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の一部改正について

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

平成２９年度矢板市一般会計補正予算（第５号）

平成２９年度矢板市介護保険特別会計補正予算（第３号）

平成２９年度矢板市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

平成２９年度矢板市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成２９年度矢板市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

平成２９年度矢板市水道事業会計補正予算（第２号）

矢板市情報公開条例の一部改正について

矢板市個人情報保護条例の一部改正について

矢板市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について

矢板市長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について

矢板市市税条例の一部改正について

矢板市都市計画税条例の一部改正について

矢板市城の湯やすらぎの里設置及び管理条例の一部改正について

矢板市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例の一部改正について

矢板市立図書館の指定管理者の指定について

12月定例会（12月1日～14日）の審議結果第349回矢板
●１０月１３日（金）
●矢板市文化会館小ホール
●４４名参加

●レディオベリーの交通情報
で、朝夕、中北交差点の渋
滞が告げられる。これは矢
板市にとってマイナスイ
メージではないか。

●事業を早く実現させるため
には、矢板の道路整備に精
通しているリタイア組を
募って検討委員会を発足す
るべきである。

●中交差点丁字路から十字路
にすることで、渋滞解消が
図られるのではないか。右
折ラインを長くしなければ
ならないのではないか。

●木幡アンダ―から直接国道
４号に繋がるアクセス道路
が必要。

●国の事業であるが、関連し
て県道・市道の整備計画は
あるか。

●矢板のまちづくりビジョン
をしっかりと構築した上で、
どのように道路を整備する
か検討すべきである。

●国道461号と国道４号の重
複部分を立体交差にするな
どして、整備すれば渋滞が
緩和されるのではないか。

矢板地区テーマ：国道４号の整備について

●どんなことでもやると決め
たことは、市長が代わって
も責任を持って実行しても
らいたい。

●地域おこし協力隊は縦横の
つながりを工夫して欲しい。

●木幡東の市営バスが病院に
行く時間には来るので乗れ
るが、昼頃の帰りのバスが
ない。行き帰り利用できる
ようにして欲しい。

●市議の方と突っ込んだ話が
できて良かった。３班に分
かれたディスカッション形
式だったので、多くの人の
意見が聞けて、通常の討論
会と違い良かった。今後も
この形式でやって欲しい。
テーマが施設、４号線とさ
れていたので話しやすかっ
た。

●議員の方と一般市民の方が、
膝を交えて意見を集約する
ということは大変良い機会
になったと思う。数をもっ
と増やせば良い。

●（第２部意見交換会につい
て）テーマが多すぎて、中
身の審議にほとんど入れな
かった。テーマごとに開催
の検討を望む。

その他
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議案をこのように審査しました。

委員会 審査レポート

陳情番号 件　　　　　名 提出者 ※敬称略 所管委員会 議決結果

号24第 県立高等学校入学選抜で再募集実施を求める意見書
採択・提出にかかわる陳情

全栃木教職員組合
執行委員長　粂川祥一

経済建設文教

号29第

号30第

福島謙治
不採択

号31第

号32第 市内空き家および空き店舗に関する陳情

市長杯争奪サッカー大会の開催の陳情

地産地消推奨についての陳情

市内空き農地に関する陳情

号34第 市内の自動車交通路に関する陳情その２

号35第 市営運動公園の整備に関する陳情

号37第 旧長井小学校に関する陳情

請願書様式
（表　紙）
　○○○○○に関する請願書
　　　紹介議員　氏　　　　名○
（内　容）
　件　名　○○○○○に関する請願
　要　旨　…………………………………
　理　由　…………………………………
　　地方自治法第１２４条の規定により、
　上記の請願書を提出します。
　　平成　　年　　月　　日
　請願者（代表）
　　住　所
　　氏　名　○○○○　○
　　（連名のときは末尾に署名簿を添え、ここ
　　には代表者を記載し、ほか何名とする。）
　　矢板市議会議長　　　　　　様

印

印

陳情書様式
（表　紙）
　○○○○○に関する陳情書
（内　容）
　件　名　○○○○○に関する陳情
　要　旨　…………………………………
　理　由　…………………………………
　　平成　　年　　月　　日
　陳情者（代表）
　　住　所
　　氏　名　○○○○　○
　　（連名のときは末尾に署名簿を添え、ここ
　　には代表者を記載し、ほか何名とする。）
　　矢板市議会議長　　　　　　様

印

請願・陳情は、こんな方法で
請願・陳情は、市民の皆さまの要望を市政に反映させるための制度です。
請願書・陳情書を提出する方は、以下の要領でご持参ください。

・用紙サイズはA4版。右の様式に準じて日本語で作成してください。
■様式

・簡単な趣旨、理由、提出日、請願者（陳情者）の住所、氏名を記載し、押印の上、ご提出ください。
※請願書には、必ず1人以上の紹介議員（矢板市議会議員）の署名、または記名押印が必要です。
陳情書には紹介議員は必要ありません。

※道路や水路等の場合は、地図の写しや略図を添付してください。

■内容

・定例会（3月、6月、9月、12月）開会日の10日ぐらい前までにご提出ください。
　市役所が閉庁のときを除き、いつでも受け付けています。

■受付期日

お問い合わせ先：議会事務局　TEL : 43-6216

 •市長の専決処分事項承認について
 　専決第６号　平成29年度矢板市一般会計補正予

算（第４号）
 概要　衆議院議員総選挙に要する経費で、歳入歳

出にそれぞれ1850万円を追加計上し、予算総
額を133億400万円に補正したもの。

 結果　全会一致で承認

 •平成29年度矢板市一般会計補正予算（第５号）
 概要　歳入歳出にそれぞれ４億3090万円を追加計

上し、予算総額を137億3490万円に補正するも
の。市道安沢越畑14号線道路新設改良事業
１億6000万円などが追加計上されている。

 質疑　矢板市庁舎等整備基金への今年度分の積
立額はどれくらいになるか。

 説明　２月中旬までは不透明。３月定例会に補正予算
案として提出する見込みである。

 結果　全会一致で可決

 •平成29年度矢板市介護保険特別会計補正予算
（第３号）

 概要　歳入歳出にそれぞれ5152万8000円を追加計
上し、予算総額を31億8471万9000円に補正
するもの。

 結果　全会一致で可決

 •平成29年度矢板市国民健康保険特別会計補正予
算（第２号）

 概要　歳入歳出にそれぞれ１億7668万円を追加計
上し、予算総額を45億6817万6000円に補正
するもの。

 結果　全会一致で可決

 •平成29年度矢板市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号）

 概要　歳入歳出にそれぞれ2493万5000円を追加計
上し、予算総額を３億6613万5000円に補正す
るもの。

 結果　全会一致で可決

 •矢板市情報公開条例の一部改正について
 •矢板市個人情報保護条例の一部改正について
 概要　個人情報保護法及び行政機関個人情報保

護法が改正されたことに伴い、所要の整備を
行うため、条例の一部を改正するもの。

 質疑　非識別加工情報（個人の行動、状態等に関す

る情報「パーソナルデータ」を個人が識別できな
いよう加工した情報）の提供の仕方は。

 説明　資格要件を満たす事業者からの提案を受け、
市が提供する流れである。

 結果　全会一致で可決

 •矢板市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例の一部改正について

 •矢板市長等の給与及び旅費に関する条例の一部
改正について

 •矢板市職員の給与に関する条例及び一般職の任
期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の
一部改正について

 概要　平成29年人事院勧告により、国の一般職の職
員の給与に関する法律の一部が改正されたこ
とに伴い、国に準じた改正を行うため、条例の
一部を改正するもの。

 結果　全会一致で可決

 •矢板市市税条例の一部改正について
 •矢板市都市計画税条例の一部改正について
 概要　地方税法等の一部を改正する法律等が改正

されたことに伴い、所要の整備を行うため、条
例の一部を改正するもの。

 結果　全会一致で可決

 •矢板市特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例の一部改
正について

 概要　基準府令となっている特定教育・保育施設及
び特定地域型保育事業の運営に関する基準
の一部が改正されたことに伴い、所要の整備
を行うため、条例の一部を改正するもの。

 結果　全会一致で可決

 •矢板市城の湯やすらぎの里設置及び管理条例の
一部改正について

 概要　温泉センター施設改修事業の実施に伴い、利
用形態の一部に変更が生じるため、条例の一
部を改正するもの。

 質疑　ＲＶパーク、キャンプ場を新設するが、利用可能
時間を拡大したほうがよいのではないか。

 説明　利用者の動向をみて今後検討していく。
 結果　全会一致で可決

 •矢板市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条
例の一部改正について

 概要　資源物の持ち去り行為が発生し、市民のリサイ
クル活動に支障が出ていることから、当該行為
抑止のため罰則を定めるなど、条例の一部を
改正するもの。

 質疑　市で把握している持ち去りの実態は。
 説明　月平均12日発生、被害額は約20万円程度と推

測している。
 結果　全会一致で可決

 •平成29年度矢板市公共下水道事業特別会計補正
予算（第２号）

 概要　歳入歳出にそれぞれ72万3000円を追加計上
し、予算総額を９億1002万3000円に補正する
もの。

 結果　全会一致で可決

 •平成29年度矢板市水道事業会計補正予算（第２
号）

 概要　収益的収入及び支出における支出において、
営業費用に230万円、営業外費用に620万円
を追加計上し、水道事業費用総額を７億200
万円に補正するもの。

 結果　全会一致で可決

 •矢板市立図書館の指定管理者の指定について
 概要　公の施設の指定管理者の指定について、法の

定めるところにより、議会の議決を求めるもの。
 結果　全会一致で可決
 質疑　（現在の管理者と）再度更新とのことだが、新

しい取り組みは何かあるか。
 説明　現在、読書通帳の作成などをしている。新しい

ものを取り入れ、利用者に喜ばれる図書館を目
指したい。

総務厚生常任委員会
◎佐貫　薫　〇関由紀夫　　藤田欽哉　　和田安司
　中村久信　　石井侑男　　中村有子　　渡邉孝一

経済建設文教常任委員会
◎伊藤幹夫　〇小林勇治　　髙瀬由子　　櫻井惠二
　宮本妙子　　今井勝巳　　大島文男　　大貫雄二
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市勢発展のために！ 
「一般質問」報告
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小中一貫教育の推進について問う。
子ども医療費の現物給付拡大について問う。

［今回の質問］
1. 教育について

2. 執行体制について

3. 子ども医療費助成制度
 について

「学校における働き方改革」を問う。
中小企業、小規模企業への振興策を問う。

［今回の質問］
1. 学校教育の充実に向け
 て「学校における働き
 方改革」

2. 教育福祉について

3. 中小企業及び小規模
 企業の振興について

　現在の運営契約が来年度で満了と
なるため、平成31年度からの運営は、
市の財政負担軽減が図れる運営手法
を検討するとともに、多大な利益が出る
場合は、市への還元等を検討していく。

道の駅やいた運営方法の見直しを。
平成30年度新規事業、重点事業を問う。

石井 侑男 議員
［今回の質問］

1. 平成３０年度当初予算案に
 ついて

2. （仮称）とちぎフットボール
 センターについて

3. 道の駅やいたについて

　新規事業としては、「健康マイレージ
事業」「子育て世代包括支援センター」
の新設、小学校に電子黒板の導入。
　重点事業については、スマートＩＣ整
備事業、道路網の整備や企業誘致、
定住支援制度の充実強化、保育施設
整備補助事業、有害獣駆除事業、ス
ポーツツーリズム推進事業等。また、
来年度は市制施行60周年を迎えること
から、記念事業を予定している。
　そして、未来づくり懇談会における
市民の意見等も可能な限り予算に反映
させながら、活力と魅力あるまちづくりを
推進していく。

答弁

　道の駅やいたは、運営を公益財団
法人農業公社に委託している。業績
はオープン以来順調に伸ばしており、
平成28年度の売り上げは、約４億750
0万円となっている。それにも拘わらず、
市には全くお金が入ってきていない。管
理料、修繕費、改装費等おおよそ１億
2000万円が出る一方である。運営方
法を見直すべきと思うが当局の見解を
伺う。

質問

答弁

質問
　平成30年度当初予算案の新規・重
点事業について問う。

中村 久信 議員

中村 有子 議員

　泉地区では小学校と中学校の児童・
生徒・教員相互の交流が密であり、
今年度は合同で運動会を実施し、さら
に交流を深め良い成果を上げている。
現在は、連続性を持たせた指導体制
を目指し実践を積み重ねているところで
あり、将来的には小中９年間のカリキュ
ラムに繋がりを持たせてたいと考えてい
る。

　子ども医療費の助成については、現
在18歳到達の年度末まで自己負担分
を全額助成している。助成の方式は未
就学児までが現物給付、就学児以降
が償還払い方式としている。現物給付
方式は、申請の手間が省けるなどのメ
リットがある一方、拡大すると、過剰受
診になりやすく、休日受診や医療費の
増加につながるといったデメリットもある
ことから、財源の問題を精査し検討し
なければならないと考えている。

答弁

　中１ギャップの解消などを図るため、
義務教育課程９年間を見据えた独自の
カリキュラムによる小中一貫教育を展開
してはどうか。

質問

答弁

質問
　子育て支援の一環として、子育て世
代の時間的負荷の軽減を図るため、
子ども医療費助成の現物給付の対象
年齢を拡大してはどうか。

　勤務時間管理は、学校日誌の活用、
学校独自に作成した様式で各自記載
する学校ごとの実態に合った方法で実
施、検討を行っている。
　業務改善のためには、「教員の担う
べき業務に専念できる環境を確保」「部
活動の負担を軽減」などの環境整備
を整えていきたい。働き方、働く時間に
対する意識改革を促す８項目の指針を
全教職員へ示した。

　条例に係る支援として、来年度くらし
のびのび定住促進事業において、市
内事業者への新築依頼時に補助額を
増額したい。また、商工会と連携し、「や
いたブランドフェア」の開催や「矢板
市まちなかゼミナール」等の新規事業
を展開する。
　これら事業の確実な実施が小規模
事業者への配慮に繋がると考える。
　住宅リフォームに関しては、現行制
度のさらなる周知・ＰＲによる市内建築
事業者の業務拡大に努める。

答弁

　教員勤務実態調査から、子どもと向き
合う時間の減少、教職員の長時間勤務
が看過できない深刻な状況にある。
　勤務実態の適正把握と業務改善を
求められているが、矢板市の現状を問
う。

質問

答弁

質問
　矢板市中小企業及び小規模企業の
振興に関する条例の新年度の支援体
制、経営資源の確保が困難な小規模
事業者への配慮、「住宅リフォーム助
成制度」創設の考えを問う。

※こちらの本文は、質問者本人が作成しています。こちらでご紹介しているのは一般質問の一部で、すべての内容は矢板市議会ホームページで３月２日（金）よりご覧いただけます。
※議員写真右下のＱＲコードから各議員の一般質問の動画がご覧いただけます。動画中の注意事項を確認の上、ぜひご覧ください。

問問う。う。
市政を

12/4～6
市政の課題や将来の展望について質す一般質問。
12月議会では、11人の議員が質問をしました。
「矢板を良くしたい！」
各議員の熱い思い、ご一読ください。

ただ
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「健康寿命」を延ばす施策の強化と
学校の先生方の多忙感解消を！

［今回の質問］
1. 幸齢社会へ。
 健康寿命の延伸について

2. 矢板市を守る。　
 業務継続計画（ＢＣＰ）に
 ついて

3. 矢板市を創る。
 学校教育について

フットボールセンター整備以外でも
積極的に「民設民営」の手法を。

［今回の質問］
1. 地籍調査の推進について

2. 「民設民営」的手法の推進に
 ついて

3. 指定管理料の適正化に
 ついて

4. 市営住宅について

　東口整備については、歩道の未整
備等の課題があり、解消のため本年
度から詳細設計に着手した。概ね現
在の２倍に拡張し、歩道と車道を分離
したロータリー式広場とする。広場には
車両の乗降場所、タクシー乗り場ととも
に、休憩施設、道路照明等を併せて
設置する。さらに渋滞解消策として駅
への右折ラインを新設する。引き続き新
年度の工事着工に向けて重点的に取
り組む。

片岡駅東口整備の進捗状況は。
片岡地区の市営バス運行の見直しを。

［今回の質問］
1. 次期環境施設建設の地域
 還元について

2. 片岡駅東口整備について

3. 市営バス運行について
　現在、片岡地区は年間延べ8000人
の利用がある。限られた台数での運行
のため、大幅な変更は困難。そこで、
今年10月より実施している75歳以上の
高齢者を対象とした乗車料金無償化
の実証実験の結果を基に、今後の運
営のあり方について調査研究し効果的
な対策を検討する。

答弁

　片岡駅西口の整備とともに片岡駅西
口通りも完成した。現在、駅東口の整
備に向けての取り組みがされているが、
その進捗状況を問う。

質問

答弁

質問
　片岡地区の市営バス運行は、片岡
線と安沢線の２コースである。10月から
始めた75歳以上の方に市営バスの無
料乗車券「ともなりパス７５」配布は大
変すばらしい取り組みである。
　しかし、バス停に行くのが大変なこと、
バス路線自体がないなどの課題がある。
当局の考えを問う。 　がん、高血圧、糖尿病などの起因

になる生活習慣病改善のために、ター
ゲットに沿った施策を実施した。今年
度の一例として、特定健診などの個人
負担額を500円のワンコインとした結果、
新規受診者は増加したが、まだ認知
が足りない。来年度から取り組む健康
マイレージ事業、トレーニング機器や健
康機器を使う運動教室などとともに健康
増進事業に積極的に取り組む。

　授業時間数の増加に伴う教員への
負担増は、大変危惧している。継続し
て矢板市としてＡＬＴや非常勤教職員
を増員し、負担軽減を図るとともに、校
務支援システムを導入し、効率化を図っ
ていく。また、学校長のリーダーシップ
とマネジメント能力の向上を図り、行事
の見直しを進めるなど教育委員会がイ
ニシアチブを取って進めていく。

答弁

　健康寿命を延ばすことは、歳を重ね
ても健康で楽しく過ごせるようになり、行
政としても医療費削減につながる。課
題と今後の施策について問う。

質問

答弁

質問
　未来の矢板市を創るのは子どもたち。
2020年度の新学習指導要領で小学校
で外国語の教科化など新しいカリキュラ
ムが導入され、授業時間数も増える。
学校の先生方の多忙感解消のための
施策について問う。

答弁
　「民設民営」的手法の推進について、
（仮称）とちぎフットボールセンター整備
でのたかはら那須スポーツクラブの提案
のような「民設民営」的手法を他事業に
も矢板市として積極的に推進していくべ
きと考えるが、見解を問う。

質問
今後は計画、発案の段階で
導入の可能性を検討。
　本市の厳しい財政状況や将来の財
政負担等を考慮すると、公共投資額
の抑制が期待でき、また、公共施設の
再配置を進める中、公共施設の効果
的な整備と効率的な運営に有効である
と考えられる。ただし、実施に当たって
は、ノウハウの蓄積、実施体制の整備
等導入するうえでの課題も多くあるが、
今後、公共施設の整備を含めた市の
施策を実施する際には、計画、発案
の段階で「民設民営」を含めた民間
活力の導入の可能性を検討していきた
い。

片岡駅と連携し効果的な矢板PRを！
サイクリング事業で矢板活性化を！

［今回の質問］
1. 「学生駅からハイキング」でＤＣ
 －子や孫が帰ってくるまちづくり－

2. 「駅からサイクリング」でＤＣ
 －矢板再発見－

3. サイクリング事業
 －矢板活性化のために－

4. 空家バンク活用
 －「住みやすい、選ばれやすい矢板」へ－

5. 片岡駅と連携した矢板ＰＲでＤＣ
 －「訪れる矢板」から「定住する矢板」へ－

　ＪＲ片岡駅の平成27年度の乗車人数
は約26万5000人、一日平均では730人。
にぎわい創出を目的とした各種イベント
が開催され、ゴルフ場や高校の送迎場
所でもある。東西自由通路に掲示板を
設置し、ポスターなどを掲示することに
より、観光や定住促進につながるＰＲを
効果的に行う。

　城の湯温泉センターにレンタサイクル
やＲＶパークなどのアウトドア体験機能を
設け、来年度開設する。レンタサイク
ルにおいては、城の湯温泉を起点・
終点とした初心者向けコースや県民の
森などへヒルクライムができる上級者向
けコースなどを設定し、サイクルマップ
作成と併せて市内に経済効果のある仕
組みを作る。山の駅、道の駅、飲食
店など市内22か所の「じてんしゃの駅」
も紹介し、相互利用・連携を図る。

答弁

　片岡駅周辺では昨今様々なイベント
が開催されている。売り出し中のＪＲ分譲
地最寄り駅であり、大手企業などの送
迎バス発着所でもある。利用客が多く、
駅から徒歩圏内で首都圏通勤可能な
分譲地もあるので、片岡駅と連携して矢
板をＰＲしてはいかがか。

質問

答弁

質問
　城の湯温泉センター、山の駅、道
の駅、（仮称）とちぎフットボールセンター
を連携させたレンタサイクル事業を展開
してはどうか？

髙瀬 由子 議員

小林 勇治 議員

櫻井 惠二 議員

佐貫 薫 議員

※こちらの本文は、質問者本人が作成しています。こちらでご紹介しているのは一般質問の一部で、すべての内容は矢板市議会ホームページで３月２日（金）よりご覧いただけます。
※議員写真右下のＱＲコードから各議員の一般質問の動画がご覧いただけます。動画中の注意事項を確認の上、ぜひご覧ください。
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防災行政無線の補完施策と防災教育を。
矢板版ＤＭＯの構築に向けた進捗状況は。

［今回の質問］
1. 防災について

2. まち・ひと・しごと
 創生総合戦略について

3. 矢板版ＤＭＯについて

行政区安定運営のため、再編の考えは。
中心市街地の街路灯維持に支援を！

［今回の質問］
1. これからの行政区のあり方
 について

2. 街路灯について

3. 林業の振興について

　国体開催前の平成33年３月供用開
始を目指し、関係機関と協議調整や用
地取得手続きを進めている。ＩＣ開設は
矢板市における産業振興の新たな玄
関口である「地域拠点形成エリア」と
して観光、交流、物販加工などの関
連施設の立地を誘導し、また生活関
連施設の誘導を図る。さらに観光交流
拠点の連携強化、充実を図りたい。そ
れに伴い、県民の森矢板線の整備促
進を進めていく。

スマートＩＣ開設後の市の戦略を問う。
老朽庁舎を今後どうするか。

［今回の質問］
1. スマートインター設置に
 ついて

2. 国道４６１号整備について

3. 庁舎整備について

　築55年が経過し、老朽化が著しく、
設備の更新や改修もできないでいる。
もちろん、耐震基準も満たしていない。
本年３月に策定した「矢板市公共施設
等総合管理計画」に基づく庁舎等整
備基金条例を議決いただき１億円の積
立を実施した。今後「矢板市公共施
設再配置計画」を進めていく中で、庁
舎整備委員会を設立し具体的な計画
を検討していく。

答弁

　スマートＩＣ開設後の周辺開発や観
光への誘導について当局の方針を問
う。

質問

答弁

質問
　耐震対策もできていない老朽庁舎を
今後どうするのか当局の見解を求める。

　防災行政無線が聞こえない場所の
詳細な絞り込みをするため、アンケート
調査を実施し、調査結果を基に矢板
市に相応しい工法で伝達方法を改善し
ていく。
　また、新聞紙、ペットボトル、ビニー
ル袋などの身近にある物を利用し、災
害時に役立つ訓練メニューも増やして
いきたい。

　来年度からスポーツコミッションとして
スタートを切れるよう、今年度事業計画
や収支計画、組織体制などを検討す
るほか、スポーツ種目の選定、ターゲッ
トやコンセプトを明確にした戦略的なプ
ロモーションを展開していき、ＤＭＯの登
録を行うことにより、来訪者のニーズを
とらえ、観光・宿泊・飲食・医療・
農業など様 な々業種と連携を図りながら
スポーツコミッションの事業効果を最大
化できるような体制づくりに努めていく。

答弁

　「聞こえない、聞き取りにくい」などの
意見が多い防災行政無線の対策と、
それを補完する情報伝達の構築の考え
を問う。
　また、身近な物を使った災害対策の
訓練が必要と考えるが市としての見解
を問う。

質問

答弁

質問
　スポーツコミッションの体制づくり、ま
た、それを運用する矢板版ＤＭＯの構
築と進捗状況について問う。

答弁

　行政区の加入率の低下、高齢化等
により担い手が不足し、将来的に運営
が立ち行かなくなる可能性がある。そ
の解決策として、行政区の再編成につ
いての見解を問う。
　また、実態調査のために行政区へ
のアンケートを実施してはどうか。

質問

　市としても、地域の担い手不足は大
きな問題であると考える。再編成につ
いては、歴史的経緯、地域性などへ
の配慮が必要であることから、行政主
導ではなく、地域の機運の高まりを待っ
て支援していく。また、提案された行
政区への実態アンケート調査も実施し
たい。

答弁

　中心市街地、特に市役所周辺の街
路灯が消えている。行政区によっては、
街路灯の管理費を徴収しているが、老
朽化及び劣化した街路灯の修理がで
きない状態である。街路灯は、街の景
観や安全性の観点から重要な物なの
で、市の支援はどのように考えているの
か問う。

質問

　現在、中心市街地の街路灯は、国
や市の補助金によりほぼ設置されてい
る。防犯等に資するものは、電気料金
の一部を補助している。
　しかし、消えている街路灯や老朽劣
化が見られる。維持管理等の現状に
ついては市として実態を把握できていな
いので、まずは実態調査をしていきた
い。

泉地区の道路整備を問う。
有害獣対策の成果と今後を問う。

［今回の質問］
1. 泉地区の道路整備について

2. 獣害対策について

　市道２路線が交差する県道県民の
森矢板線では、食い違いの交差点と
なっており、交通の円滑化や地域の皆
さまの利便性に支障をきたしている。矢
板市としては栃木県施工の事業である
県道県民の森矢板線の整備に合わ
せ、事業の推進を図っていく。
　架け替えとなる宮川橋については、
設計の中で検討していく。

　今年度は、矢板市鳥獣被害対策実
施隊を設置し、捕獲活動を行った。11
月現在、シカ99頭、イノシシ77頭の捕
獲数となり、昨年度より大幅に増えた。
また、農地への有害獣侵入防止柵設
置補助事業を開始し、11月現在、18件、
69万2000円の補助を行った。
　来年度は、有害獣侵入防止柵設置
補助金の引き上げや、狩猟免許取得
者への必要費用の助成、実施隊活動
に対する種々の賃金、報奨金、経費
などの支援を考えていく。

答弁

　市道泉・長井１号線、幸岡１号線
の整備及び宮川橋架け替えの方針を
問う。

質問

答弁

質問
　矢板市鳥獣被害対策実施隊の実績
はいかに。また、獣害対策へのさらな
る支援の考えを問う。

渡邉 孝一 議員

今井 勝巳 議員 伊藤 幹夫 議員

藤田 欽哉 議員

※こちらの本文は、質問者本人が作成しています。こちらでご紹介しているのは一般質問の一部で、すべての内容は矢板市議会ホームページで３月２日（金）よりご覧いただけます。
※議員写真右下のＱＲコードから各議員の一般質問の動画がご覧いただけます。動画中の注意事項を確認の上、ぜひご覧ください。
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ぜひ、傍聴にお越しください。
なお、日程等が変更となる場合がございますので、あらかじめ議会事務局
にお問い合わせください。（TEL.43－6216）

11月～1月の議会日誌

「これまで」と「これから」
 議会の動きをご報告 矢板市議会 スケジュール帳

「矢板市議会だより」について、ご感想・ご意見をお待ちしております。
FAX（0287-44-1100）、封書など（〒329-2192 矢板市本町5-4 矢板市議会
事務局あて）、Email（gikaijimukyoku@city.yaita.tochigi.jp）

この“矢板市議会だより”は環境に配慮し、
再生紙と大豆油インキを使用しています。

2月～3月の議会スケジュール（予定）
2月
 5日 塩谷広域行政組合議会定例会
   （矢板市）
 14日 県北五市議長会議 （那須烏山市）
 15日 全員協議会、議員会
 22日 議会運営委員会

3月
 2日 全員協議会、定例会開会
 5日～7日 一般質問、予算審査特別委員会
 8日～14日 常任委員会、
  予算審査特別委員会分科会
 16日 予算審査特別委員会
 20日 塩谷市町村議会議長会議
 22日 全員協議会、定例会閉会

※◎は委員長、〇は副委員長

　議会だよりをリニューアルしてから2年以上が経過し、創刊号から節
目の２００号を迎えることができました。年４回の発行として、５０年と
いう歳月を市民の皆さま方と共に歩んできたこととなります。ここまで
継続できたことは、市民の皆さまのご理解・ご協力があり、支えてい
ただいた多くの関係者のおかげだと感謝に堪えません。「開かれた議
会」をより具現化していくため、「わかりやすく、読みやすく、より親し
みやすい議会だより」を作成していくために、市民の皆さまのご意見
を拝聴し、日々、進化を続けて参りたいと存じます。 （伊藤　幹夫）

編 集 後 記

※次号（第201号）は5月1日発行予定です。

12月
 1日～14日 第349回市議会定例会
 1日 全員協議会、議員会
 6日 議会報告会運営委員会、
  議会改革推進特別委員会
 14日 議会広報広聴委員会
 20日 塩谷市町村議会議長会議 （矢板市）
 26日 塩谷広域行政組合議会全員協議会
   （矢板市）

1月
 18日 議会運営委員会、議会改革推進特別
  委員会、全員協議会、議会広報広聴
  委員会、議会報告会運営委員会正副
  班長会議
 30日 塩谷市町村議会議長会行政懇談会
   （さくら市）

◎関由紀夫　○佐貫　薫　○伊藤幹夫
　髙瀬由子　　藤田欽哉　　櫻井惠二
　小林勇治　　和田安司　　宮本妙子

News 今号からページの
開き方が変わりました。

平成３０年１月より、矢板市議会のＹｏｕＴｕｂｅチャンネル
を開設しました。今後も本会議の様子など、議会に関
する動画をアップロードする予定です。動
画中の注意事項をご確認の上、お気軽に
ご覧ください。

前号まで縦書き、横書きを併用していましたが、読みや
すさ向上のため、すべて横書きで統一しました。これに
合わせて、市民の皆さまからもお声をいただいておりま
したページの開き方を左開きとしました。

議会を動画でご覧いただけます。

11月
 8日・9日 塩谷市町村議会議長会行政視察
   （新潟県燕市ほか）
 10日 議会報告会運営委員会正副班長会議
 14日 議会報告会運営委員会、全員協議会、
  議会広報広聴委員会
 21日 愛知県西尾市行政視察来庁
  県北五市議長会議 （さくら市）
 22日 議会運営委員会、議会改革推進特別
  委員会


